
♬病児保育デイリープログラム♬ 

時間 お子さんの活動 保育士の動き 配慮等 
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１８：００ 

保育終了 

順次来室 

視診 

触診 

検温 

あそび（症状に合わせた） 

排泄・おむつ交換 

 

水分補給 

 

 

昼食 

 

 

 

 

 

午睡（呼吸状態の観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順次起床 

排泄・おむつ交換 

おやつ 

あそび（症状に合わせた） 

 

 

 

 

順次お迎え 

・お家での様子、今日の状態を確認します。 

・利用申込書、医師連絡票を確認。 

・投薬依頼票の確認。（お薬の飲み方等） 

・担当の保育士・看護師とお子さんの体調に合わせながら、 

ゆっくり過ごします。 

 

 

・後期のお子さんはお茶、完了食～キザミ食のお子さんは 

牛乳を提供しています。（初期～中期は提供なし） 

☆胃腸症状がある場合は、お茶を提供しています。 

・症状、年齢に応じ、おいしく楽しく食べられるように工夫してい

ます。「普通食」「きざみ食」「離乳食（前期・中期・後期・完了）」

「アレルギー食」など、ご希望がありましたら出来るだけ対応で

きるようにしています。 

☆白飯をお粥や、麺類の日はうどんへの変更も可能です。 

 

・お子さんのタイミングで、１２：００～１３：００の間に午睡を

始めます。 

・午睡をあまりしないお子さんも、横になって静かに過ごしてもら

います。 

・午睡中もお子さんの呼吸の様子、顔色、容態をチェックしていま

す。 

・１歳未満児については、チェック表を用いて５分ごとに呼吸のチ

ェックを行っています。 

・１歳以上のお子さんも、３０分おきに呼吸チェックをしています。 

 

・汗をかいているお子さんは、着替えをしてからおやつを食べます。 

・おやつを食べた後は、体調に合わせて好きな遊びをします。 

・おもちゃや DVD をみたりしながら、お迎えを待ちます。 

 

 

 

 

 

・お迎え時に、1 日の状態についてのお話があります。 

活動や状態を記録した日誌をお渡しし、保護者の方との情報交換

に努めています。 

・退室後は、使用したおもちゃや絵本、保育室の隅々まで消毒して

います。お人形や紙類はオゾン殺菌庫で殺菌しています。 

状態を見ながら随時

１～２時間毎に確認

します。 

 


